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である。その中で、グレード 2と 3のびまん性グリオーマ（lower grade glioma）においては、
最も代表的な頻度の高い星細胞系腫瘍（astrocytic tumor）と乏突起膠腫系腫瘍（oligodendroglial 
tumor）を分子遺伝学的に以下の 3 型に分類することとなった。(1) diffuse astrocytoma, 
IDH-mutant & 1p/19q non-codeleted, (2) oligodendroglioma, IDH-mutant & 1p/19q 
codeleted, (3) diffuse astrocytoma, IDH-wildtype。これら 3群は放射線化学療法に対する反応
性や予後が大きく異なるため、手術前にこれらを予測し適切な切除範囲を決定することは、臨床
上きわめて重要である。最近の画像診断の進歩により、これら 3群を見分ける指標として、diffuse 
astrocytoma, IDH-mutant & 1p/19q non-codeletedでは、MRIにおける“T2-FLAIR mismatch 
sign”が特異的に出現するため、鑑別診断に有用な指標であるとして報告された。 
 T2強調画像（T2WI）と FLAIR画像は、実質腫瘍においては通常は同じ信号（高信号であれ
ば高信号、低信号であれば低信号）を呈する。これは、FLAIR 画像が T2 強調画像のうちの自
由水（細胞内外を自由に移動できる水）の信号を抑制するという原理に基づく。通常の実質性の
腫瘍では自由水は少なく、信号は T2強調画像と FLAIR 画像において差は少ない。一方、diffuse 
astrocytoma, IDH-mutant & 1p/19q non-codeletedでは、T2WIにおいて高信号、FLAIR画像
において低信号を呈するため、T2-FLAIR mismatch となる。びまん性グリオーマの代表的な 3
群において、T2-FLAIR mismatch sign が陽性であれば diffuse astrocytoma, IDH-mutant & 
1p/19q non-codeleted の陽性適中率（positive predictive value）が 100%であると複数の研究で
報告された。しかし、実臨床では、びまん性グリオーマにはヒストンの遺伝子変異が原因で発生





mismatch sign陽性であればdiffuse astrocytoma, IDH-mutant & 1p/19q non-codeletedと診断
できるわけではないことを認識することは重要である。今回、我々は、びまん性グリオーマと類
似した画像所見を呈すことが知られている胚芽異形成性神経上皮腫瘍（dysembryoplastic 
neuroepithelial tumor; DNET）に着目し、DNETにおける T2-FLAIR mismatch sign ついて
検討した。 
対象は、当院脳神経外科において診断した、テント上 DNET 11 例で、MRI (T1WI, T2WI, 
FLAIR, DWI) 、ガドリニウム造影 T1WI、CT画像を撮影し、病理学的検査も含め検討致した。
DNETでは、11例中 8例 (72.7%) で T2-FLAIR mismatch sign を認めた。全症例で造影効果
は認められず、DWIでは低信号を呈した。T2-FLAIR mismatch sign が陽性の症例は、前頭葉
病変が 3例、側頭葉病変が 5例であった。T2-FLAIR mismatch sign が陰性の症例は、側頭葉
病変が 3 例であり、そのうち側頭葉内側病変が 1 例、側頭葉外側の頭蓋底に接する例が１例で
あった。DNETは、頭蓋冠に接する病変が全例で骨の菲薄化を認めた。 病理組織所見において、
DNETは floating neuronと呼ばれる疎な組織形態をとることが知られており、自由水の含有量
が多い可能性が考慮されたが、T2-FLAIR mismatch sign が陽性の例と陰性の例の組織形態に
は差異が認められず、今後の検討課題となった。 
本研究により、T2-FLAIR mismatch sign が、diffuse astrocytoma, IDH-mutant & 1p/19q 
non-codeletedだけでなく、DNETにも認められることが示された。DNETにおける T2-FLAIR 
mismatch sign 陽性は、過去に報告された FLAIR ring sign と類似していることも、本研究で
示された。DNETにおいては頭蓋骨の菲薄化が、diffuse astrocytoma, IDH-mutant & 1p/19q 
non-codeletedとの鑑別に有用である可能性が示唆された。そして、脳腫瘍診断には T2-FLAIR 
mismatch sign だけでなく、その他の画像所見や臨床所見、経過も含め、総合的に判断する必要
があることが示唆された。 
